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野生マウスを近交系化し実験動物として確立し、 SPF環境で飼育しているKOR 1、 KOR5、 KOR7お
よびAIZなどがあり、 現在50数世代まで近交系として維持しているMO
興味深いのは、 KORと命名しているマウスは、 郡山市内の民家で採集されたが、 KOR 1として確
立された系は、 約500メートル位離れた2軒の民家で採集された雄と雌が初代で、 以降同腹の兄妹交配
で維持しているo KOR 7は、 KOR1の雄が採取された民家由来であり、 KOR5は、 KOR1とKOR7と
は数キロメートル離れた民家で採集されたマウスであり、 これらKORの各系は、 遺伝的には極めて
近いか、 同じではないかと想像している。
特に興味深いのは、 KOR 1からは、 「アポE欠損高脂血症マウス」、「アトピー性皮膚炎マウス」お
よび「小眼球症マウス」などが見出され、 疾患モデルとして有用な変異遺伝子がいくつも見つかる優
れたマウスと云える。 なお、 アホ。E欠損高脂血症マウスは、 現在 疾患モデルとして販売され、 国内外
の多数の研究者に利用されている。
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2. 実験材料および方法
日本産の野生由来の近交系マウス













後) と今回用い たKOR 1、 MSMお
よびJF 1の写真を示した。
KORl♀ MSM♀ JF 1♀ 
図1. 脊髄性筋萎縮症(SMA)様マウスと3系統の野生由来マウス
マウスのDNAは、 アルコール消毒した尻尾を約2 cm切り、 ハサミで細かく切ったものをWizard
Genomic DNA Purification System (Promega) を用い、 DNAを抽出し、 分光光度計を用いてDNA
量、 純度を測定し、 20 ng/μlに調整し、 60μiを試料用として凍結保存した。
マウス13番染色 体 のMitマーカー の プライマーは、 イ ンタ ー ネ ッ ト に 掲 載 さ れているMouse
Microsatellite Data Base of Japan (MMDBJ) のマイクロサテライトマーカーを参考にし、 各プライ
マーはインターネットに掲載されているNCBIのマウスプライマーインフォメーションに従ってライ
フテクノロジージャパンに50 nmol脱塩で、 液体として作成されたものを用いた。
使用した13番染色体のMitマーカーは、 D13Mit1、 D13Mit2、 D13Mit3、 D13Mit5、 D13Mi師、
D13Mit7、 D13Mit8、 D13Mit9、 D13Mit10、 D13Mit11、 D13Mit13、 D13Mit14、 D13Mit15、
D13Mit17、 D13Mit18、 D13Mit19、 D13Mit24、 D13Mit25、 D13Mit26、 D13Mit27、 D13Mit
28、 D13Mit29、 D13Mit30、 D13Mit31、 D13Mit32、 D13Mit34、 D13Mit35、 D13Mit37、 D13
Mit38、 D13Mit39、 D13Mit47、 D13Mit51、 D13Mit53、 D13Mit61、 D13Mit64、 D13Mit66、
D13Mit76、 D13Mit78、 D13Mit81、 D13Mit86、 D13Mit87、 D13Mit88、 D13Mit95、 D13Mit
99、 D13Mit104、 D13Mit106、 D13Mit110、 D13Mitl12、 D13Mitl16、 D13Mitl17、 D13Mit
128、 D13Mit130、 D13Mit138、 D13Mit147、 D13Mit151、 D13Mit159、 D13Mit176、 D13Mit
196、 D13Mit203、 D13Mit205、 D13Mit206、 D13Mit207、 D13Mit228、 D13Mit249、 D13Mit
288、 p品3rl、 Gr03の67種を用いた。
DNAのPCR:増I�日は、 マウスDNA 20 ng /μlを1μlに、 タカラバイオ製のTaq Poly 0.1μl、 NTP 2μl、
10 xbuffer 2μl、 Primer 1、 Primer 2各0.5μl、 超純水13.9μlを加え、 合計20μlとし、 940C 5分保存後、
940C 30秒、 550C 30秒あるいは600C 30秒、 720C60秒を40サイクルしたのち、 720C 7分保存した。
サブマリーン型のアガロース電気泳動は、 X 1 TB Bu百erを用い、 エチジウム ・ ブロマイド0.005%
を含む2.5% NuSieve 3:1 Agarose GelにPCR増幅したDNA液に3μlのX 10 Loading Bu百erを加え、 遠心
日本で採集された野生由来近交系マウスのマイクロサテライトマーカーの比較 7 
沈殿したDNA試料首長7 �l を添加し、 100 V、 50分間泳動し、 紫外線検出装置の上で、 増幅したDNAバ
ンドパターンを石在認し、 写真J最影した。
本鎖DNAにしたSSCP法での観察は、 PCR増幅したDNA液2μlに10μlのフォルムアミド溶液を加
え、 950C 、 10分間熱処理後、 氷中に1分間保存したDNA溶液を5μlを7.5%ポリアクリルアミドゲルで




D13Mit87、 D13Mit88、 D13Mit117、 D13Mit138、 D13Mit207およびD13Mit288の8種:頒であっ
た、 NC、 BALB/ cをコントロールとして、 アガロースゲルで、電気泳動し、 DNAのバンドパターンを
観察・比較したものを図2に示す。
即ち、 13番染色体上の位置がセントロメアに近いD13Mit207(5.9 cM) については、 DNAのサイ




D13Mit207 (5.9 cM) 
D13Mit18 (14.44 cM) 
D13Mit1l7 (16.81 cM) 
D13Mit87 (18.40cM) 
D13Mit88 (18.45 cM) 
D13Mit138 (20.85 cM) 
D13Mit9 (42.19cM) 
D13Mit288 (59.20 cM) 
3 ，1 
1 :NC. 2:BALB/c， 3:KOR 1. 4:KOR 5， 5:KOR 7. 6:AIZ，7 :MSM. 8:JF I 
図2. 野生由来近交系マウスのD13Mitマーカー
のDNA/\ターン
-アプーー D13Mit18 (14.44 cM) 
・・ -
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I :NC. 2:BALB/c. 3:KOR 1， 4:KOR 5. 5:KOR 7. 6・AIZ. 7:MSM. !UF I 
図3. 野生由来近交系マウス第13染色体
MitマーカーDNA/\ターンの摸式図
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表1. 日本産野生由来近交系マウスの13番染色体Mitマーカーの多型性の比較
marker position NC BALB/c KOR1 KOR5 KOR7 AIZ MSM JF1 
DJ3Mit207 5.9cM d a e* G G b G b 
153 b p 134 b p 147 b p 142 b p 
2 DJ3MítJ8 14. 44cM b a b e d* C* e e 
190 b p 209 b p 211 b p 
3 DJ3Mit 11 7 16.81cM a G b G C e* e d 
106 b p 126 b p 147 b p 137 b p 
4 DJ3Mít87 18.40cM a a a b b b b b 
116 b p 116 b p 196 b p 194 b p 
5 DJ3Mít88 18. 45cM a b a G G G G G 
166 b p 180 b p 250 b p 250 b p 
6 DJ3MítJ38 20. 25cM a a a e* a G d G 
148 b p 148 b p 167 b p 154 b p 
7 DJ3Mít9 42. 19cM b b a* a* a* G G G 
123 b p 123 b p 133 b p 131 b p 
8 DJ3Mít288 59.20cM b b a G本 b b b b 
114 b p 115 b p 
*・新規に見いだされたサイズマーカー
に見いだされたサイズマーカーである。
図2では、 D13Mitl17、 D13Mit87およびD13Mit88でKOR1がNCに似ており、 KOR5、 KOR7と
は顕著に異なっていることが判明した。 また、 D13Mit138、 D13Mit288では、 KOR7のみが遅い位
置にバンドを示し、 KOR1、 KOR7およびAIZとは異なっていた。 D13Mit9では、 AIZのみがMSM、
JF 1と同じ易動度、 遅い位置にバンドが見出された。
これらの凶で観察したのは、 13番染色体上の8種類のMitマーカーだけであるので、 十分な検討と
は言えないが、 各KOR系とAIZのDNAパターンは、 近交系として50数i世代維持してきており、 人間
で三えば1500年位に相当する期間、兄妹交配を繰り返したことになるので、KOR1、KOR5およびKOR
7は、 全く別の系として、 生きてきたことになり、 さらにAIZについても、 数十キロメートル離れた
地域で採集されており、 これらが似て非なる物として、 DNAで差異を示すのも当然かと思われる。



































図4. マウス13番染色体013Mit18、 o 13Mit87、 o 13Mit88 
およびo 13Mit138のDNAのSSCPパターン
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